
＊簡単に消すことが可能なペンで書かないでください。
＊誤ったときは二重線で訂正してください。婚姻届の記入例

届出する年月日を記
入してください。

婚姻後、夫の氏か妻の氏
のどちらを名乗るかを書
きます。

同時に住所変更届（転
入、転居）をするときは、
新しい住所を書いてく
ださい。
但し、休日に届け出る場
合は住所変更できませ
んので、旧住所を書きま
す。

婚姻前の本籍・筆頭者氏
名を書きます。

婚姻される方が未成年
者の場合、父母の同意
が必要です。

別の用紙か婚姻
届の「その他」欄
に右のように書
きます。

この婚姻に同意します。

妻の父 青山 孝男  ○印
妻の母 青山 里子  ○印

記入例

氏名は旧姓で
書きます。

２人の署名・押印（スタンプ印不可）が必要です。
証人は、婚姻の事実を知っている人で、２０歳以上の方であれば、親や兄弟
でもかまいません。

「筆頭者の氏名」欄は戸籍のはじめに記載されている
人を書いてください。

父母が現在、婚姻しているときは、母の氏は書かない
でください。
また、離婚その他の事情で父母の氏が違うときは、変
更後(現在)の氏を書いてください。

①婚姻届（１通）

②戸籍謄本（夫・妻とも１通）

＊板倉町に届出される場合
婚姻前の本籍が板倉町なら不要です。

③印鑑（届出人である夫および妻）

＊スタンプ印は不可

④運転免許証・パスポート等

＊本人確認のため

＊他の市区町村から転入される場合

・転出証明書

・国民健康保険証（加入者のみ）

・年金手帳（国民年金加入者のみ)

転入手続きは、平日の窓口開庁時間
（午前８時３０分～午後５時１５分）
にお越しください。

夫婦の新しい本籍を必ず書いてください。
但し、夫(妻)の氏を選択し、その方がすでに戸籍の筆頭
者の場合は記入の必要はありません。

再婚のときは離別・死別年月日を記入してください。

届出人夫婦また証人が使用
する印鑑は、同性の場合でも
違う印鑑を押してください。

必ず連絡先の電話番号を
ご記入ください。
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